
研究機関めぐり（Ⅱ）

拓殖大学

翅学以来７０年，拓殖大学は開拓の轍ＩＦの饗成につとめ/中国大陸を始めとするアジア蒲国の

みならず，ラテン・アメリカ諸国に多くの卒業生を送ｂ出しｉ極めて地味子はあるが璃実に発展

遡上国に根を下ろし，その開発に函献して来たといえる。へ

．こうした伝暁を生み出して来た背景随上1,当大学には古くから，所調地域研究に相当する分野

の研究，教授か行われて来たというU【災がある。

中南米に関するもの以外のIj2行の錦座垢例示すれば，アメリカ経涜時勘(小原敬士)，米国１Ｗ

死（水H｣ｌｉｌＩ），アメリカ経済史（郡荘一郎），東南アジア経済特論（栗本弘），アフリカ経済特

勧（西野1M太郎），楽､1邦経iDf特0燭（伊藤敬１，`ソレ:'繰済線M６，ソレン研究（和田敏雄），中

近東維慌時鯛（中岡三桧），中東研究（斉藤Ｈ１平），午共経演特瞼（蒐野文男），中国経済史４１F

輪(市古尚三），アジア開発特翰（安芸皎一），束Niアジア研究（石掘nt雄）がある｡．．

こうした中T･,、ラテン・アメリカに関する鯛座は，大学院下中南剴鑛Dillqi瞼（安東義良教授），

学邦子ラテン・アメリカ研究（孤川俊彦.lHlHU），ブラジル研究（抓轆正翻助教艮），短大子ラテ

ン・アメリカ研究（広瀬一彦助教授）の他，孵色のある,ゼミ形式下,ブラジル服並びにスペイ

ン81iによるラテン．アメリカ経済．社会等にIjUする原u)鯛祝が，西尾励教授ｊ瓜谷Ｈ１平教授，広
「,

剛一彦助教lj2によって行われている。・

各蹴座の概要を記すと次のｊｍｂ下ある｡；

ａ）中iW米紙済特殊研究・安東残良教ｆ２

舗義内容：ラテン・アメリカの工業化：ラテン・アメリカの自然現塊資源,人的嬰

素，両本舗11Mの過橿がその工業化を如何に左右して来たかを明らかにすることを目的とし

ている。

ｂ）ラテン・アメリカ研究・武川俊彦鯛ＩＭＵ

３W義内容：(1)序総：ラテン･･フメリカ地域iﾉI究概鏡，（uXm民地帝国体HilL（Ⅲ)現代ラテ
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ソ・アメリカ鰯（]v)国際社会におけるラテン・アメリカの位岡。

参考書として，同氏署ラテン・アメリカの政治的緒問題，メキシコの政党政治等を使用。

c）ブラジル経済史ゼミ・西尾剛教授

フ・ラゾル経Z(i史の研究を下記の文献の（原ｌＷ）酬眈を通じて行う。

Ａｌｆｒｅｄｏｄ’ＥｓｃｒｏｇｎｏｌｌｅＴａｕｎａｙ薪ＨｉｓｔｄｒユａＡｄｍｍユstra-

t1vaeEcon6IilicaｄｏＢｒ…１，Brasi1Bandecch1藩Ｈｉｓｔ６ｒｉａ

Ｅｃｏｎ６ｍユｃａｅＡｄｍユ、ユｓｔｒａｔＷａｄｏＢｒａｓユ１，ＭｉｒｃｅａＢｕｅｓｃｕ．
〃 △ﾛ ｡､

ＶユｃｅｎｔｅＴａｐａ.jＣｓ藷ＨユｓｔｏｒｉａｄｏＤｅｓｅｎｖｏ１ｖﾕｍｅｎｔｏＥｃｏｎｏｍｉ・Ｃｏ

ｄｏＢｒ…1,Ｃａﾕ。PradoJdnﾕ｡r薪Ｈﾕst6rﾕaEcon6mﾕciLdo
△

Ｂｒａｓｉｌ，ＣｅｌｓｏＦｕｓｔａｄｏ藩Ｆｏｒｍａ９ａｏＥｃｏｎｃｍユｃａｄｏＢｒａｓｉｌ

等。

。）ラテン・アメリカ研究・広瀬一彦助教授

ラテン・アメリカ経済の綱ｼ造的特侭を解明し，ラテン・アメリカ経済力斌面している腋問

廻（工業化、インフレ，－次述品輸出，土地改襲維済統合等）を検討する。発展途上地域

の一つとしてラテン・アメリカをとらえ，その経済開発問題を，時にはアジア，アフリカの

国々と比鮫しながら，研究する。0．．

ｅ）ブラジル研究・根凪正徳助教授

本1W義は一国染中研究の冠轆と方法鮪に始左b，ブラジルの米川内子の位Cuづけ，同1ｍの

政治・経済．社会・文化の歴史的発展過偶かブラジルの広菱の社会榊造にＰの嫌な彩翻を及

ぼして来たか，又その梢j瞳的変化が，今後のフ・ラジルとどの級に方向づけていく-7゜あろうか

について検肘する。ilhI今年度は後期において，ＥｓｔａｄｏＮ６ｖｏｊＩ形ElUlから始注ろ011発8ｆ

面に側する諸政飯が，就牛，行政扱構の強化官MUIiのjﾛ大，混合企業の潮Duo数1kにわた

る米国ミヮンロンの来伯等を契械とする伯１，政財界に及ぼした形呼，並圷にFHE；1金HMiUXI-

国内開発金融扱閲とのｌｌｎｋａｇａの深堂ｂ，米国の伯国画家政餓への彩紐の高戎ｂｃＥｗ・

の皿内部の対立の激化等の１Ｍ】皿を取扱いつつ。この面からの前記のl底嬢の社会捕造の変遷に

及ぼして来た形邨を検討する６

（梱鯛正徳）

Oh
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IJI光嵐ＩＲＩめぐり

東京外国 語 大学

OＢ

東京ﾀﾄ'261MW大学（ＴｈｅＴｏｋｙｏＵｎユｖｅｒｓ１ｔｙｏｒＦｏｒｅ１ｇｎＳｔｕｄｉｅｓ）は昭和

２４鋸東京ﾀﾄ31J平1:１学位の改組によって外国跡学部の単科大学として再スタートした。学則鏑

１条に浜れば，「木学は，外国の宮崎とそれを悲底とする文化一般につき班絢と実際にわ太D研

究教授し，暉鵡§的なiif勅をするために必轆な高い教難を与え，宮鐇をとおして外国に関する理解
を深めることを目的としている」。

このよう左目的に沿って教ｱｶﾞ騨但拡獅学，文学を専攻する「蔚文IllljB採狸」と町【攻言ｊｍによる

「地域１W死」を主としておこなう「I:lijl1Iｿ勝採用_Iとに分化された。さらに昭和４２年には「地
域研究」は「躯１Ｍ鮒逃」としてカリキニラムのnToiWi学，文学と並びmjl立した地位を与えられる
こととなった。以来，各駐学科（１４８W学科）化おいて「躯fW蜘座」の専任教官の採川，摘座の
充爽かはかられてきた。

ｂｑｅ

ラテン・アメリカIJI死}よユペイン研学ｨ斗為よびポルトガル・ブラジル鮒学科においてれこなわ

れており，IlU在「ﾘlIH跡Pi{」I】U係の教官蚊はスペイン語学科については専任教官７名中２名，非

常助跡IWF１０名中５名，ポルトガル‘ブラジル湖学科についてはそれぞれ４名＋１名，５名中４
名〒ある。

昭和４６年度UI1XWのラテン・アメリカ研究に1Nするillﾘ歴（脳学？文学を除く）は以下のとかｂ
下ある。

､．；･§｡Ｓ，

スペイン錨学科……－
１M１期（１，２年）

１）スペイン小冊IFLjiI2（中川文雄）

スペインの地｣pHと雌史゜テキスト：ＭａｎＫＩｅｌＢａｌｌｅｓｔｅｒｏｓＧ,OＨ１ｓｔｏｒ１ａ
ｄｅＥｓｐａｎａ

２）中南米戦備概脱（中川文唯）

中南米の地理と歴史｡テキスト：Am6rｴcoCastro，［beroam6r1ca
後期（３，４年）

１）スペイン史（エンリケ・コントレーラス・ロペ三Ｋ）
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テキスト：Ｓａｌｖａｄｏｒｄｅ
ｌ

Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｎｅ５Ｌ６

Ｍａｄａｒユａｇａ，ＥｓｐａｎａＤＥｎｓｉＬｙｏｄｅＨｉｓｔｏｍａ

2）スペイン文化史（j竹田昭三）

１６世紀

５）ヨーロ鋤パ現代史（山崎功）

４）中南米経済鏑（竹内照高）

5）中南米商法（中川和彦）

６）中南米JnlW卒論ｶﾞﾐ習（中川文雄）

ポル トガル・ブラジル箙学科

前期
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１）ブラジル史（マウリシオ・ベルリンジェイロ・クレスポ）
後期

１）日119文沙史（海老沢有週）

２）ポルトガル・ブラジル経済（西尾励）

３）ブラジル労働迎動（クレスポ）

４）ポルトガル史（ジロゼ・マリーニ回フフォンソ・アルヴァレニ）

５）ブラジル鯉涜瞼（爾野幹雄）

テキスト；ＥｄｕａｒｄｏＴｏｕｒユｎｂｏ，Ａｇｒユｃｕｌｔｕｒａｎａ

ｄユｃユｏｎａｌ

６）中南米巾fiW卒哉演習（クレスポ）

ＩＶｃｏｎｏｍユａＴｒａ－
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両学科共通灘座

1）中南米史（加茂雄三）

２）中南米の政治（午川文雄）

テキスト：レジ・ドブレ「並｡hの中の並命」ＥｒｎｅｓＬｏＧｕｅｖａｒａＤＰａｓａｊｅｄｏ

１ａＧｕｅｒｒａＲｅｖｏ１ｕｃユｏｎ孔ｒユａ，Ｅ１ＤユａｒユｏｅｎＢｏ１１ｖ１ａ，他。

この他学部学生は他HWi学科の舗座を一定似BL度内に表いて｣n位として總鋳で色るlljI度力鉱立さ

れており，インター・リージョナルなアプローチもある腿庇IjJIiEとなっている．－例としてあげ

れば,ラテン・アメリカとアメリカ合衆国との|胤迎について911ﾘkをもつ学生は英米BIT科のアメリ

－２５－



研究磯191めぐり

力社会経碕跳，アメリカ政治皿想なＦの鮒雁を聡鯛するととが〒きる。

以.上,本学に弱けるラテン・アメリカ研究の教諏休IMIについて概略したが，－万研究機関として

は晒和２９年７月に段liTされた海外珈楴研究所かある。同研究ﾉｦﾃはラテン．アメリカ研究の専門

根脚下はたいがｏ学内の副Ｗｉ担当教官と経済学，1t会学，歴史学,､政治学左Jg社会科学系教官と

からI勝成されてｵ｡b，日常iilimbとして雑誌論文の収災が朱と左われているほか，定例の研究会を

通じて所風の''１１１噸域の拡大とⅢ報交換かかと左われている。ここ１年間におこなわれた研究発

吸は以下のとおｂ。…

合同肘蹟「地域研究について」

「メキシコ芯命と経済柵jfiの庇避について」（洲水透）

「タイの経旅U}1発と支配者nWの価値感」（田中忠治）

「ラテン・アメリカにおける良民の政治意職」（中川文雄）

「比較政治学について」（鈴木幸恋）

「中I刊iIlIHZと各国の中国研究」（中蜘0,雄）

「発展学の可能性」（,Ｍ１光）

s■

これら本学にｵ･けるラテン‘アメリカ研究をはじめとする地域研究拡充の方向1.上，－方T･は,

外圃鴻学部に対-1･ろ社会的要'１Nの変化一耳として，ロとしてのみの社会的存在iiUb鱗の相対的低

~「－．とそこから必然的に派生ナろ旧来の「大学敬背」の--17としての「外国語教可」そのもの

に対する反樵から生堂れたもの〒あろうし，他方T゜は。鰹;:関係齢なぞ新たな学IMI分野の拾頭に

韮因しているものと考えられる。しかし左から，n1IlQのカリキュラムや敏官数非常、l鋪師への

商い依存度左Ｐからも明らかなと鏑D，木学に貌什ろラテン・アメリカ研究の実態はい雀だ＋分

左進展を見せているとは種い雄い状況にある。本字が永年の間，単科大学として宮晒敬育を中心心

として発限して＃たという伝統的休賀にその--因が存在していることは否めない取爽下もｂ，同

時に，ラテン・アメリカ研究をはじめとする「地域研究」そのものか比較的新しい研究分野下め

り，い笈だ硫旧たる「市民lIH」を狸１０するに至っていないことも鰯遇することは〒きたい。しか

し何にも堂してわがInlに」･ける国立文科系１１１科大学に対する極めてit鰯左文教予算と総定貝法等

に華づく定Ａに対する圧力力E，他大学同顕。本学に為いてもラテン・アメリカ研究をはじめとす

る地域研究のjRlM(的発展を岨げていると言わざるｔ柳ない。ぃ

本字の教アト研究体制について足かけ３年にわたｂ鐡遡が巡歴しつつあり，．「地域研究」の位

ＩＩＴうけがなされつつある。本字に幸けるラテン･･アメリカ研究の将来に開かれているひとつの可

能性としては０１４言語を砲えているという時殊性を十分生かすことが〒きるならば，ラテン．

－２６
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アメリカに対するインター,リージロナルなアプローチか可能上なる点が術価される〒あろう。

（TV水遇）

ラテン・ア入り力協会

社団法人ラテン．プメリカ協会は，外務指のﾀigU団体として，ラテン．アメリカ賭国と119係の

深い実業界を始め，各界より約５０，名の会仇をｲI】て，昭和５５年７月１日般立された。４６年

３月末現在，維持会風は２７１社ｂ国別団体会貝７団体，個人会几６９名となっている。

当tZi会の目的とナろところは，日本とラテン・アメリカ蹄国間の経ＦＭ文化平あらゆる分野に

おいて極力関係の緊密化を１ｺしかｂ，もって友好親善関係のjIr進幸よび判互の繁栄に寿年すること

にあり，次の那菜を行なっている（定款館４条）。

（１）ラテン・アメリカ諸国との経済，技術お上ぴ文化の交流促進。

（２）ラテン・アメリカ諸国との技術協力実施のため，平riI家，技術新の派ｎｏ技術研修塩田

学生の受入韓旋および錐務の受鑓

（３）ラテン・アメリカiilfl釦に関するYl科の弛鮒，鯛交研究および紹介発刊。

（４）ラテン．アメリカの特定国を対象とし，その国との経涜，文化の交流双蕃を目的とする団

体机互のIMIおよびそれらと当皿会とのllllのｉｆ筋，提119をはかり，これら団体の行なう小莱の

優助。

（６）その他当腿会の目的馳成に必要な駆業。

経済鰹力の分野にDIIしては以前当極会は外務猫からの委EEを受け。ラ米蹄国から技術研蛎jiを

招き，長jIH1Ul，ｉｉｉ､》，処投，鉱業，医学，製鉄，印lillその他ｌＷｊ１ｌ分野の技術研修を英jKjしたが，

（１１６１年三千，１名を丈入れた），１１６２年に櫛ﾀ舷術匝カリ｢莱団か没立されたため，こ

の血業は何機００に秒､【しOそれに代るものとして，１，６４年から新規巾爽として征年政府から

補助金の交付を党什，外務省術郷の下にラテン・アメリカ鮒国に在住する日系二世の午堅として

活Yilする俊秀左人物を招致して，わ力;国の社会,政治，経済ｊ文化のXlU1AにＤＩＩするＦ１雌，見学を

－２７－



剛究1IQlIl1u,ぐり

pA&崎し，将来日系移熊群受入先の;榊調とならしめるための研艦を行なっている。即ち１，７１

年I正分を入J'て二I1Iiill鯵終了糟６１６０名に逃し，いずれも各国相互偶1lb的、交会を緒成して当鹸

凶と日本とのⅦ醤iて毎.1Jしている。

この１面か１９７１年庇の特別可｢業として外務省の婆託にエｂ１９７１年３月'1日から同２６n

寵Ｔ中南米餓画からの商級研修ji（次官，月艮および将官を含む）一行２６名の研修に当った(研

修貝中帰国綾ペルー国商工大臣に丹逃した人もある）。

雀尤メキシコ大統fiiの足実に雄づと，日臥両国政府間la定により実施されたＢＩＢ研修生，学生

郭の交流Ｈ１両（１９７１年庇は１００増相互交換）の爽施に隙し，当協会は避出順務を担当し，

企莱出身の５０渦の研修4kに対しユベインBFiの評別瀦習を行左ったlﾖか，本件学生の寡染選考に

醸し，同遡考霧口金ＣＵＩ務踊としての孤笏に当った。当IE会職員２名かメキシコ市迄これら留学
化に同伴し菜務を完了した。

左ｵ゛･当楓会は会腕ｵ゛よび一般iMiﾈﾋ，その他よｂの調査依頼，照会に対し，回特笈大は面接指

導を行なっている１１か，Ｗｉｉ米への企業池uI，商取引にUllする法１１【上のＩＭＩ皿についても「法律相

淡宝」を投什・会１１その他にlMiTr供与を行なっていろ。担当１ｉｌﾓ名および畔１１Ⅱ等次のと＄･り゜

(1)フテン・アメリカDｊＩ１Ｎｒ月Bi１日午後

加茂雄三（肝山学院大学助教l受）

（２）ラテン・アメリカ注仰相麟木昭日午後

中川和底（成城大学助赦掻，法学1V士）

（３）ラテン・アメリカllJWf士昭日午前

中川文雄（東京外国耐大学助教授）

◆●

他方，文化活動としては年次ﾘﾘ業としてＩ中南米地域の政滴経済，貿易，文化等の蹴演会な

いし怨接会のU;lllM0萱尤東京商工会躯所と共{１Kによるスペイン鮪舗習会の央施（年２回）等多岐

に亙り活動を行なっているが焔近の広報，出版にUQすみ活励の一端を紹介すれば次のとおり〒
ある。

ｌ広報活動心‘

中南米にljIlするFi料を内外から収梨し，韮本的な綱査を行なうと共に低jIh域別，卯頂別の

脚査を行ない、鋼迩研究の締JILを萱とめ。機関紙「ラテン・アメリカ呼報」（毎月５回)参
上び賛科等に発喫し。会且その他|｣U係方iZJに配布している。：…・

左か,「ラテン・アメリカ痔fllJにDUL，当配会と在日中南米公館との述絡を密にするた〆b

－２６－



め，蛾近同時紐に「麺ロ中耐米公館皿ｂ」の－項を股什，在日GPrIMt公iiiより申し越しのあ

ろ１１V慨ないし通慨を特にスペイン癖の汪費lUlIlM要約添付）することにした。

２．刊行資料

（１）１９７０年以降刊行した資料は次のと歩I)。

「ラテン・アメリカの石油産業への投岡」

「ブラジルへの中小企業進出の手引」

「ブラジルの樹木財工業」

「メキシコ合衆国概観」

「ﾗﾃﾝ･ｱﾒﾘｶ鰭国の経涜厩観と銃１Ｗ

「パラグアイ国の投掛璽坑」

「ブラジルの投固現塊」

「ラテン・アメリカ研究鋼，号」

Ｎユｐｐｃｎ，ＰａｚＤＰｒｏｇｒｓｓｏｙｓｕｓｐｒｏｂｌＢｍａｓ

Ｐａｎｏｒamada1aIndustrﾕａｙｌａＥｃｏｎｏｍａｄｅｌＪａｐ６ｎ

（２）近く刊行予定のもの（目下印刷中）は次のとかｂ〒ある。

「ブラジルの金融巾冊」

「ブラジルの税法」

「ブラジルの労働法」

「ブラジルの外間導入金融制1厘」

「ブラジルの石ＩＭＩ化学」

「ラテン．アメリカの鉱業」

「ラテン・アメリカの地図」

a参考研科

因みに当鰹会か「ラテン・アメリカ時報」その他刊行物発行に当ｂ鍔考左でにIjWHしてい

る資料は国連側係捌jU発行の刊行物のほか主なものは次のとおり。

ｕＱｕａｒｔｅｒｌｙＥｃｏｎｏｍ１ｃＲｅｖユＢｗ（Ｅ、１．Ｕ）

ＴｈｅＥｃｏｎｏｍユｓｔｌｎｔＢ１１ユｇｅｎｃｅＵｎユｔＬｔｄ．、Ｌｏｎｄｏｎ

２．０ｖｅｒｓＢａｓＢｕｓｍＢｓｓＲｅｐｏｒｔ（ＯＢＲ）

ｕｓ･DeparLmentorCommerc⑧,BurBauoflnternatLonal

cｏｍｍｅｒｃｅ

-２１－
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